
インドの電子産業と情報化について

1.はじめに

インド政府は1999年10月15日に新しい情報技

術省 (Ministryof Information Technology)を

設立した。 21世紀の初期段階で世界の情報技術

の先端国家 (ITSuper下ower)になり， 2008年

までにソフトウェアーの輸出を500億ドルにす

る目標を設定した。

インドの電子産業は，原子力，通信，および

国防にとって不可欠であるとして， 1963年に電

子委員会が設置されたことに始まる。 1970年に

は電子産業省(Departmentof Electronics)が

設置された。 1975年には電子産業10ヵ年計画が

発表された。 1980年にはインデイラ・ガンデイ一

首相が政権に復帰し，電子部品分野への外国技

術導入の規制を緩和し，大規模企業の参入を許

可し，小規模部門に対する政府保護を撤廃し，

電子産業自由化の動きが顕著になった。 1982年

のニューデリーでの AsianGames開催に伴っ

て，一時的な特別措置として，カラー・テレビ

のキット輸入とテレビ受信機の組み立ても認め，

カラー・テレビ放送が開始された。しかし，翌

1983年 2月にはカラー・テレビ産業ライセンス

政策が発表され，キット部品輸入による組み立

てを禁止し，自立的なカラー・テレビ産業の育

成が強調された。外国資本の参加は認めず，外

国技術の導入も特別の場合を除いて禁止された。

1983年 8月に電子産業開発促進政策， 1984年3

月には通信機器民間開放政策が発表された。

インデイラ・ガンデイー首相が暗殺され，暫

定内閣を組閣したラジープ・ガンディーは，外

資及び外国技術導入の自由化を通して，電子産

業自由化を急速に進めていった。即ち，技術輸

米田公丸

入の規制緩和，コンピューター・関連部品・周

辺機器・ソフトウェアーの大幅関税引き下げ，

ミニコン及びマイコン製造民間企業に対する外

資提携の許可，ミニコン及びマイコン製造に関

する生産能力限度規制の撤廃， 2年後のメイン

フレームとスーパー・ミニコン製造への民間企

業の参入許可等，コンビューター自由化政策を

発表した。 1985年2月には電子部品，コンピュー

ター及び周辺機器の輸入関税を撤廃した。 1985

年 3月には，産業ライセンス取得の規制緩和，

外資提携企業の参入分野の拡大を含む，総合エ

レクトロニックス政策を発表し， 1986年12月に

はソフトウェアー輸出政策が発表され，ソフト

ウェアーが輸入自由化品目に指定された。(1)

2.電子産業の生産と貿易

インドの経済成長の軌跡を見てみると，第 1

次5ヵ年計画 (1951-56年)では目標経済成長

率が2.1%であったが，実績は3.61%であり，

第2次 5ヵ年計画 (1956-61年)では目標4.5

%に対して実績4.27%，第3次5ヵ年計画 (19

61-66年)では目標5.6%に対して実績2.84%，

第4次 5ヵ年計画 (1969-74年)では目標5.7 

%に対して実績3.30%，第5次5ヵ年計画 (19

74-79年)では目標4.4%に対して実績4.80%，

第6次 5ヵ年計画 (1980-85年)では目標5.2

%に対して実績5.66%，第 7次 5ヵ年計画 (19

85-90年)では目標5.0%に対して6.01%，第

8次 5ヵ年計画 (1992-97年)では目標5.6%

に対して6.78%である。 1970年以降の経済成長

率は実績が目標成長率を上回っている。現在は

第9次5ヵ年計画 (1997-2002年)の最終年で
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インドの電子産業と情報化について

表 1

GDP at Factor Cost (Rs. inσore) Pero佃阻geChange over Previous Year 

1998-1999 1999-2000 2000-2001 1999-2000 2000-2001 

industry Ql Q2 Q3 Q4 Ql Q2 Q3 Q4 Ql Q2 Q3 Q4 Ql Q2 Q3 Q4 Ql Q2 Q3 Q4 

1.砲nαi加re，forestry &ii;Iiliig'" .~"~-， 66685 49605 94438 77673 69715 50200 93778 76641 70167 50428 947ω75596 4.5 1.2 -0.7 -1.3 0.6 0.5 1.0 -1.4 

2.凶ning&qu釘ηing 6208 6062 6634 7092 6162 6242 6695 7346 6473 6481 6990 7488 -0.7 3.0 0.9 3.6 5.0 3.8 4.4 1.9 

3.m叩 ufac伽ring 44425 44807 45978 49053 46980 47727 49263 52793 50248 50590 52276 54636 5.8 6.5 7.1 7.6 7.0 6.0 6.1 3.5 

4.elec出city，gas & ，.."'-" - 6693 6542 6595 7001 6882 7086 6960 7297 7271 7299 7503 7483 2.8 8.3 5.5 4.2 5.7 3.0 7.8 2.6 water supply 

5. construction 13191 12856 13604 14691 14033 13864 14629 16202 15205 15031 15387 16320 6.4 7.8 7.5 10.3 8.4 8.4 5.2 0.7 

6. trade， hotels，甘ans-
54220 54307 61473 64022 58627 58390 66497 69318 64293 62630 7ω81 72404 8.1 7.5 8.2 8.3 9.7 7.3 6.6 4.5 po此&commn.

7.伽anc加g，ins.， real 
~~t&b;;'~. ;;;:;ic~;' 31613 31992 33539 35986 34958 35371 37166 39050 38270 38842 40121 42686 10.6 10.6 10.8 8.5 9.5 9.8 8.0 9.3 

8. community，回αal&
personal servic田 29173 32709 30410 43777 33255 34726 35550 48588 35240 37938 38234 5263114.0 6.216.911.0 6.0 9.3 7.5 8.3 

9. GDP atfactor cost 252207 238879 292670 299296 270613 253606 310537 317235 287167 269240 326094 329244 7.3 6.2 6.1 6.0 6.1 6.2 5.0 

(出所)http://www.nic.in/statlstat_act_tl.htm 

ある。 1999/2000年-2000/2001年の要素価格

GDPに拠る 4半期データの産業部門別対前年

同期比の経済成長率をみると，農業，林業，漁

業部門を除いて比較的高い成長率を示している。

製造業部門で5.8%-7.6%，サ}ビス産業部門

では8.1%-10.3%である。(表 1参照)

情報産業省は電子産業について‘Sunrisein-

dustry'と呼ぴ，大きな期待をかけている。 197

5年の生産額が36億5，000万ルビーであったが，

1999年には5，075億ルピーに達した。分野別で

見ると，民生用電子機器の生産額は1975年には

8億2，000万ルビーで、あったが， 1999年には1，1

00億ルピ}であった。通信・放送機器は10億ル

ビーから400億ルピーに増加している。宇宙・

国防機器も 5億ルピーから140億ルピーに増加

している。サンタクルス電子産業輸出加工区

(SEEPZ)からの生産が1975年から始まり 1995

年の生産額は1，100倍に増加している。(表2，

表 3参照)Softwareについてみると，圏内向

けに対して輸出用は大幅な成長を示している。

1995年の輸出用Softwareの生産は235億ルピ}

であったが， 1999年には1，600億ルピーに増大

している。国内向けも1995年の155億ルビーか

ら1999年には700億ルピーに増加している。部

品生産も同様に増加している。電子産業は1980

年代に飛躍的な成長を示している。生産額の成

長率を見ると， 1995/96年度18.6%，1996/97 

年度19.2%，1997/98年度20.4%，1998/99年

度28.3%，1999/2000年度27.5%である。主要

な民生用電子機器製品の1995-1999年度の生産

額は表3に示されている。成長の大きな製品は

電子時計類である。

電子産業の製品の輸出に関して，電子機器，

コンビュータ関連 software，通信関連サ}ビス，

ビデオフィルム等の1988/89-2000/2001年度

の実績は表4に示されている。大きな変化はコ

ンピユ}タ関連 softwareの急速な成長である。

1988/89年度の輪出は15億ルピーであったが，

2000/01年度には2，750億ルビーに増加してい

る。電子関連産業の輸出額の総計でみると， 52 

億ルビーから3，718億ルビーに増加している。

これらの増加について分野別に1995/96年度か

ら2000/01年度についてみたものが表5及び表

6である。 5年に亘る年平均成長率は1997年，

1998年の世界通貨危機の影響を受けて落ち込ん

でいるが，押しなべて高い成長率を示している

.特にコンビュータ関連 softwareとサービス部

門では50%近い成長率である。

電子機器とコンピュータ関連ソフトの1999/

2000年度-2000/01年度の輸出仕向け地域別統

計は表 7，表8に示されている。電子機器につ

いての相対的に主要と考えられる市場は， 2000 
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表 2 Production of Electronic Products by Major Categories 
(Rs. Cr. or 10mn) 

Product group 1975 1980 1985 1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 

Consumer electronics 82 214 1，030 1，275 1，820 2，400 2，800 2，938 3，000 3，300 3，850 4，400 5，450 

Communica首on and 100 184 380 504 710 900 1，425 1，630 1，935 2，520 3，150 3，500 3，025 
broadcasting伺pt

Aerospace and defence 49 68 196 222 300 390 500 570 519 402 358 600 775 

Control instrumentation， 59 140 404 525 685 935 
industrial electronics 

1，210 1，400 1，410 1，600 1，700 2，000 2，550 

Computers 20 155 280 375 486 700 820 830 970 1，050 1，300 1，520 

Components 75 163 410 510 700 1，025 1，440 1， 520 1，750 2，175 2，460 2，950 3，280 

SEEPZ 1 17 85 144 130 164 234 322 281 458 632 950 1，100 

Total 365 806 2，660 3，460 4，720 6，300 8，309 9，200 9，725 11，425 13，200 15，700 17，700 

* Includes computers 
(出所)h町://www.escindia.com/exp_at_a_glance. h回 1

表3 Electronics Production (Calender Year) 

(Rs. Crores) 

Item 1995 1996 1997 1998 1999 I 

1. Consumer Elec廿onics 5，555 6，450 7，450 9，000 11，000 

2. Industrial Electronics 2，565 3，180 3，120 3，280 3，750 

3. Computers 2，015 2，500 2，700 2，200 2，500 

4. Commn.品Broad.Eqpt. 3，030 2，600 3，200 4，400 4，000 

5. Strategic Elec廿onics 775 1，200 936 1，270 1，400 

6. Components 3，450 3，600 4，180 4，650 5，100 

SulrTotal 17，390 19，530 21，586 24，800 27，750 

7. Software for Exports 2，350 3，500 6，100 10，500 16，000 

8. Domestic Software 1，550 2，200 3，200 4，700 7，000 

Total 21，290 25，230 30，886 40，000 50，750 

(出所)表 2と同じ

表 4 E却 ortGrowth at a Glance During the Decade 1988-89 to 2000-2001 

SEcrOR 1988-89 1989-90 1990-91 1991-92 1992-93 1993-94 1994-95 1995-96 1996-97 1997-98 1998-99 1999-00 

Elec廿oni凶 Hardware RS.Cr. 370.00 609.00 745.00 829.00 901. 00 1078.00 1507.00 2390.00 3130.00 2810.00 2050.00 2600.00 4788.似

U~国 Mln. 245.62 366.00 415.28 336.00 316.00 348.00 486.00 713.00 882.00 811.00 596.00 606.00 1041. 00 

Computer Softw紅eand Rs.Cr. 150.00 175.00 250.00 508.00 740.00 1020.00 1474.00 2650.00 4113.00 6800.00 12500.00 17300.00 27500.00 
Related Services 

USS Mln 99.53 105.00 139.35 206.00 260.00 329.00 475.00 791. 00 1159.00 1813.00 3012.00 4023.00 5978.00 

Telecom勧 vic田& RS.Cr N.A N.A. N.A. N.A. 342.00 383.00 827.00 1325.00 1727.00 2600.00 2800.00 3400.00 3700.00 
昨日IjectExport 

U~地 Mln. N.A. N.A. N.A. N.A. 120.00 123.00 267.00 396.00 486.00 693.00 675.00 791. 00 804.00 

Video Films/Software RS.Cr. N.A. N.A. N.A. N.A. N.A. N.A. N.A. N.A. N.A. 230.00 425.00 725.00 1200.00 

U~国 Mln N.A. N.A. N.A. N.A. N.A. N.A. N.A. N.A. N.A. 61. 00 102.00 169.00 261. 00 

To凶 Rs.Cr. 250.00 784.00 995.00 1337.00 1983.00 2481. 00 3808.00 6365.00 8970.00 12440.00 17775.00 24025.00 37188.00 

USS Mln. 345.15 471. 00 554.63 542.00 576.00 677.00 961. 00 1504.00 2041. 00 2685.00 3710.00 5589.00 8084.00 

Exchange Rate lU&)=Rs 15.07 16.65 17.94 24.65 28.50 31. 00 31. 00 33.50 35.50 37.50 41. 50 43.00 46.00 

(出所)表2と同じ
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A Electronic Hardware 

1. Consumer Electronics 
(%Gro吋 1)

2. Telecom Equipment 
(%Gro吋 1)

3. lnstruments/Office Eqpt. 
Medical Eqpt. (% Growth) 

4. Elec凶 nicComponent 
(% Growth) 

5. Computer Hardware 
(%Growth) 

Sub Total (A) 
(%Growth) 

B. Computer so食ware & 
加 vices(% Growth) 

C. Telecom Servic田 &Proj-
ぽ tExport (% Growth) 

D. Video Fiin1 Software 
(%Gro吋 1)

Total (A+B+C+D) 
(%Gro吋 1)

Average Exchange Rate 1US$= 

(出所)表2と同じ

1995-96 
(Ba配Ye渇r)

A. Elec廿onicHardware 

1. 白 nsumerElectronics 485 
(% Growth) 

2. Telecom Equipment 305 
(%Gro吋 1)

3. lnstruments/Office Eqpt. 110 
Medical Eqpt. (% Growth) 

4. Electronic Component 525 
(% Growth) 

5. Computer Hardware 965 
(% Growth) 

Sub Total (A) 2，390 
(% Growth) 

B. Computer Software & 2，650 
Services (% Growth) 

C. Telecom Services & Proj- 1. 325 
ect Export (% Growth) 

D Vid田町加so仕ware
(% Growth) 

Total (A+B+C+D) 6，365 
(% Growth) 

(出所)表2と同じ

表5 缶ctorwiseE却 orts
1995-96 to 2000-2001 

(US$ Million) 

1995-96 1996-97 1997-98 1998-99 1999-2000 2000-2001 
Aavnenruaagl e 

(Ba田 Year) (g%roawgdeI ) 

145 186 99 103 105 135 ー0.56

(28.47) 一(46.77) (4.04) (1. 94) (28.57) 

91 91 80 60 42 126 5.69 

司 (0.04) (12.09) ー(25.00) -(30.00) (200.00) 

33 50 64 42 40 122 27.00 

(52.25) (28.00) ー(34.38) ー(4.76) (205.00) 

157 179 213 217 279 397 20.57 

(14.22) (18.99) (1. 88) (28.57) (42.29) 

288 375 293 72 140 261 -1.14 

(30.18) ー(21.87) 一(75.43) (94.44) (86.43) 

713 882 750 494 605 1，041 9.93 

(23.63) ー(14.97) ー(34.13) (22.47) (72.07) 

791 1，159 1，813 3，012 4，023 5，978 49.86 

(46.50) (56.43) (66.13) (33.57) (48.60) 

396 486 693 675 791 804 15.22 

(22.73) (42.59) 一(2.60) (17.19) (1. 64) 

61 102 169 261 62.35 

(67.21) (65.69) (54.44) 

1，900 2，527 3，317 4，283 5，588 8，084 33.60 

(33.03) (31. 26) (29.12) (30.47) (44.67) 

33.50 35.50 37.50 41. 50 43.00 46.00 

表 6 長ctorwiseE却 0巾

1995時 96to 2000-2001 
(Rs. in Cr.) 

1996-97 1997-98 1998-99 1999-2000 2000-2001 
Aavn町nuaagle 

(g%roawgteh ) 

660 370 425 450 620 5.97 

(36.08) ー(43.94) (14.86) (5.88) (37.78) 

324 300 250 180 580 12.52 

(6.23) 一(7.41) ー(16.67) 一(28.00) (222.22) 

176 240 175 170 560 35.37 

(60.00) (36.36) 一(27.08) 一(2.86) (229.41) 

637 800 900 1，200 1，828 28.51 

(21. 33) (25.59) (12.50) (33.33) (52.33) 

1，333 1，100 300 600 1，200 5.32 

(38.13) ー(17.48) ー(72.73) (100.00) (100.00) 

3，130 2，810 2.050 2，600 4.788 14.91 

(30.96) ー(10.22) ー(27.05) (26.83) (84.15) 

4，113 6，800 12，500 17，300 27，500 59.67 

(55.21) (65.33) (83.82) (38.40) (58.96) 

1，727 2，600 2，800 3，400 3.700 22.80 

(30.34) (50.55) (7.69) (21. 43) (8.82) 

230 425 725 1，200 73.4 

(84.78) (70.59) (65.52) 

8，970 12.440 17，775 24.025 37，188 42.3 

(40.93) (38.68) (42.89) (35.16) (54.79) 
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表 7 Comparision of Major Destinations for 

Des也lation

SsIoNuGrAH FAOSR凶E，NHCOONUGNKTORNIEGS &OTHER 

EUROPE (EU COUNT悶ES)

USA& CANADA 

MIDDLE EAST COUNT悶ES

JEAAPgAr N CKOOUNRETARI&ES OTHER FAR 

AF悶CANCOUNTRIES 

RUSSIA & c. I. S. COUNTRIES 

AUSTRALIA & OTHER 
OCEANIC COUNTRIES 

LATIN AMERICA 

ECUORUONPTEmm(N) ON EU 

TOTAL 

Average Exchange Rate lUS$= 

(出所)表 2と同じ

Electronic Hardware Exports 
(2000-2001 vs. 1999-2000) 

2000-2001 1999-2000 

Value %Secatgoe raol f Value %secabgoe raol f 

Total Total 

2，042.44 42.66 888.99 34.19 
(444.01) (206.74) 

931. 45 19.45 516.17 19.85 
(202.49) (120.04) 

890.19 18.59 535.85 20.61 
(193.52) (124.62) 

320.88 6.70 211. 71 8.14 
(69.76) (49.23) 

282.65 5.90 144.91 5.57 
(61. 45) (33.70) 

106.15 2.22 136.58 5.25 
(23.08) (31. 76) 

76.02 1. 59 88.35 3.40 
(16.53) (20.55) 

57.58 1. 20 34.36 1. 32 
(12.52) (7.99) 

42.97 0.90 12.96 0.50 
(9.34) (3.01) 

37.67 0.79 30.12 1.16 
(8.19) (7.00) 

4，788.00 100.00 2，600.00 100.00 
(1，040.87) (604.65) 

46.00 43.00 

表 8 Comparision of Major Destinations for 
Computer Software & Related Services E却 orts

(2000-2001 vs. 1999-2000) 

2000-2001 1999-2000 

Destination 
Value %Secatgoe raol f Value %Secatgoe raol f 

Total Total 

USA&CANADA 17，067.04 62.06 11，418.14 66.00 
(3，710.23) (2，655.38) 

EUROPE (EU COUNT悶ES) 6，125.11 22.27 3，621. 78 20.94 
(1，331. 55) (842.27) 

SSIONUGTAH FAORSUE，N HCOONUGNKTOmNEGS &OTHER 1，493.54 5.43 675.68 3.91 
(324.68) (157.13) 

JEAAPSAT N CKOOUNRETARI&ES OTHER FAR 907.25 3.30 501. 42 2.90 
(197.23) (116.61) 

AUSTRAllA & OTHER 822.20 2.99 203.72 1.18 
OCEANIC COUNTRIES (178.74) (47.38) 

MIDDLE EAST COUNT悶ES 440.36 1. 60 193.15 1. 12 
(95.73) (44.92) 

ECUORUONPTERIE(NS) ON EU 378.70 1. 38 393.67 2.28 
(82.33) (91. 55) 

AFRICAN COUNTRIES 224.34 0.82 265.66 1. 54 
(48.77) (61. 78) 

LATIN AMERICA 35.99 0.13 24.87 0.14 
(7.82) (5.78) 

RUSSIA & C. I. S. COUNT阻ES 5.47 0.02 1. 91 0.01 
(1.19) (0.44) 

TσfAL 27，500.00 100.00 17，300.00 100.00 
(5，978.26) (4，023.26) 

Average Exchange Rate lUS$= 46.00 43.00 

(出所)表 2と同じ
5 -(170) 

Value: Rs. Cr. 
(US$ Mln.) 

Variation (%) 

In value In S%harae ge 
te口ns terms 

129.75 24.76 
114.76 

80.45 2.01 
68.69 

66.13 -9.79 
55.29 

51. 57 -17.70 
41. 68 

95.05 5.92 
82.33 

ー22.28 -57.80 
27.35 

13.96 ー53.28
-19.57 

67.58 -9.00 
56.65 

231. 56 80.04 
209.94 

25.07 32.09 
16.91 

84.15 
72.14 

Value: Rs. Cr 
(US$ Mln.) 

Variation (%) 

In value In Sh%arae ge 
terms terms 

49.47 5.97 
(39.72) 

69.12 6.39 
(58.09) 

121. 04 39.06 
(106.63) 

80.94 13.83 
(69.14) 

303.59 153.90 
(277.27) 

127.99 43.43 
(113.12) 

ー3.80 ー39.48
一(10.08)

-15.55 -46.88 
ー(21.06) 

44.71 8.96 
(35.27) 

186.39 80.16 
(167.71) 

58.96 
(48.59) 
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表9 Provisonal Export: 2000-2001 

缶ctor Target 2000-2001 

US$ 宜旦
MLN. CR 

A. Elec廿onicHardware 

1. Consumer Electronics 100 450 

2. Telecom Equipt. & Cabl田 56 250 

3. 56 251 

4. Elec甘'OnicComponents 320 1，440 
5. Computer Hardware 178 800 

SubTo凶 (A) 709 3，191 
B 勧Comvipcu田ter Software & 5，512 24，804 

C. Telecom知吹田&Proj舵t 927 4173 
Export 

D. Vid田F伽ls/Software 264 1186 

To凶 (AtBtCtD) 8，121 36，545 
Abvtge age Exchange 1 US$=Rs. 45.00 

(出所)表2と同じ

/01年度アジアのシンガポール，香港及び南ア

ジアであり 43%に近いシェアーを占め，次いで

ヨーロッパ，北米である。日本向けはまだ少な

い。コンピュータ関連ソフトについては大きな

市場は北米地域であり， 2000/01年度は62%で

ある。次いでヨーロッパが22%，日本・極東地

域は 3%に過ぎない。変化が見られるのは英語

圏からの需要が近年激増していることである。

今後の成長が期待される。

3.インドの言語事情について

インドの1999年の人口は 9億9750万人で，成

人男女15歳以上の非識字率に関する統計 (1998

年)に依れば， (2)男性33%，女性57%である。

インド政府'i，'IT for all by 2008'を標携しそ

の為の政策を積極的に打ち出している。 (3)10年

間で識字率100%を前提にして，全国民を 1T 

社会の構成メンバーにすることは社大な計画で

ある。その具体策はどのようなものであろうか。

独立新生連邦国家インドは公用語を制定する

必要に迫られた。公用語はインドの諸言語の中

から選ばれなければならないことは不可侵の前

Provi司onal Achievern関 t Expo此 1999-2000 Growth姐2∞0-2001
Export 2000回2001 01 OVER 

1999-2∞o (% age) Target During 
2000-2001 
(%AGE) 

US$ RS. US$ RS. In In 
MLN. CR MLN. CR $ Term Rs. T，町m

135 620 137.78 105 450 28.79 37.78 

126 580 232.∞ 42 180 201. 21 222.22 

122 560 223.11 40 170 205.00 229.41 

397 1，828 126.94 279 1200 42.40 52.33 

261 1，200 150.00 140 600 86.96 100.∞ 
1，041 4，788 150.05 605 2，600 72.14 84.15 

5，978 27，500 110.87 4，023 17，300 48.59 58.96 

804 3，700 88.67 791 3400 1. 73 8.82 

261 1，200 101.15 169 725 54.72 65.52 

8，084 37，188 101. 76 5，587 24，025 44.69 54.79 

46.00 43.00 

提であった。しかし，自らの母語を喪失し旧統

治国イギリスの言語である英語で教育を受けて

育ってきたインド国民会議派のエリ}ト達は，

北インド一帯の共通語であるヒンデイー語

(Hindi)を公用語 (officiallanguage)にする

ことを支持し，それが非ヒンデイ}語圏出身の

商業・産業資本の利害と一致した。 1950年1月

26日に施行されたインド憲法は，公用語にかか

わる詳細な規定条項を有している。公用語は連

邦，州のレベルに対応して規定されている。し

たがって公用語一般は存在しないといえる。イ

ンド憲法の公用語に関する規定は，第 5部(連

邦)第120条第 1項，第 6部(州)第210条第 1

項，および第17部(公用語)の条項である。第

17部は，第 1章連邦の言語(Language of 

the Union)，第343条連邦の公用語 (Official

language of the Union)，第344条公用語に関

する連邦議会委員会及び委員(Commission 

and Committee on official language)，第 2章

地方語 (RegionalLanguages) 第345条州

の公用語，各州の言語 (Official language or 

languages of a State)，第346条州聞及び州と
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連邦との情報伝達の公用語 (Officiallanguages 

for Communication between one State and 

another or between a State and the Union) ，第

347条 州の多数の人口が使用する言語に関す

る特別条項 (Specialprovision relating to lan-

guage spoken by a section of the population of 

a State)，第 3章最高裁判所，高等裁判所等

における言語(Language of the Supreme 

Court， High Courts， etc.) ，第348条最高裁判

所および高等裁判所で使用される言語，法律，

法案等に使用される言語(Language to be 

used in the Supreme Court and in the High 

Courts and for Acts， bills， etc.) ， 349条言語

に関連する特定の法律を制定するための特別手

続き (Special procedure for enactment of 

certain laws relating to language)，第4章特

別指示事項 (SpecialDirectives)，第350条不

正を矯正する為の陳情に使用する言語

(Language to be used in representation for 

redress of grievances)，第350A条は州や地方

行政機関により言語上のマイノリティーが母語

(mother-tongue)により初等教育を受けられ

るように努力しなければならないことを定め，

また大統領はその便宜を図るために必要な指示

を州に与える事が出来るとしている。これは初

等教育に限定されていて，中等・高等教育には

適用きれない。上級学校に進学を希望する者は

英語， Hindi，ないしは州の公用語の運用能力

を要求される。第350B条は，言語上マイノリ

ティーの権益保護のために大統領は特別担当官

を任命し，大統領に報告書を提出することを義

務付けている。

第344条 1項と第351条に対応しているのが憲

法第 8付則(諸言語)である。最初は14言語が

指定されていたが， 1967年の憲法改正により

Sindhiが加わり，現在では17言語となっている。

即ち， 1) Assamese， 2) Bengali， 3) Gu-

jarati， 4) Hindi， 5) Kannada， 6) Kash聞

miri， 7) Malayalam， 8) Marathi， 9) Ori-

ya， 10) Punjabi， 11) Rajasthani， 12) Sansk・

rit， 13) Santhali， 14) Sindhi， 15) Tamil， 

16) Telugu， 17) Urduである。

憲法第120条第 1項と第210条第 1項は連邦と

州の議会において使用される言語を規定するが，

第17部の規定内容に対応する副次的な条項であ

る。第343条第 l項においてインドの連邦レベ

ルの公用語はDevanagariScript で記された

Hindiで，あわせてインド数字の国際的形態・

英数字を用いると規定している。第343条第 2

項では第 1項の規定にも拘らず憲法施行後15年

間は英語が連邦の全公的目的の為に用いられる

とされている。第344条は公用語委員会に関す

る条項である。第 1項では憲法施行後 5年後，

そしてその10年後に大統領が公用語委員会を任

命することを定め，その委員には憲法第8付則

に示された言語集団を代表する人々が任命され

ることになっている。第2項にはその委員会の

義務が規定されているが，連邦業務における

Hindiの使用拡大と英語の使用制限が基調に据

えられている。第 3項では公務において非ヒン

デイー語圏の人々の利益が損なわれないよう配

慮することも定められている。

1965年までは英語が主たる連邦公用語で，

Hindiは副次的な連邦公用語だが，それ以降は

Hindiが主たる公用語となり，英語は副次的な

公用語となり，英語の使用範囲を徐々に狭めて

いき Hindiに取って代わらせるという基本姿勢

が確認された。実際1963年に公用語法

(Official Language Act)が制定され，同法は

1965年 1月26日に発効し Hindiが連邦の公用語

となった。しかし， Hindiの優遇は非 Hindi圏

から大きな反発を受けることになり，政治的不

安を招来した。その結果，連邦政府は1967年の

公用語法改正により英語の併用を再確認するこ

とになった。 1968年 1月18日付けの内務省決定

において，インドの文化・教育上の発展のため

には，第 8付則に示された言語が発展していく

三言語方策 (threelanguages formula) といわ

れる言語政策が示された。即ち，ヒンデイー語

圏では， Hindiと英語のほかに，近代インド諸

言語のうちから一つ(出来れば南インドの言語

が望ましい)の言語を学べる様にし，非ヒン
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デイー語聞においては， Hindiが地方語と英語

とともに学べる様にすることを義務付けた。南

インドのドラヴイダ語群(Kannada，Tanul， 

Telugu等)諸州との妥協であった。現在，

Hindi は TamilNadu州を除く全ての州と連邦

車轄地において公用語となっている。

第351条は， Hindiをインドの複合的な文化

の全ての表現手段となりうるように発展させて

いくこととならんで，その語棄の拡充の為に第

一にSanskritに，次に他のインド諸言語に依

拠して豊かなものにしていくことを連邦の義務

として定めている。(4)インドの各地で Sanskrit

から進化して方言として使用されている言語は

Prakritsとして知られている。最も古い Prak-

ritsで現在日常使用されないが貴重な聖なる文

献に用いられている言語がPaliである。

Buddhaが布教にあたって用いた言語が Paliで

あった。

Sir George Grierson の編集による1903-

1928年に実施された llnguistic Survey of 

Indiaに依れば， 225の主要言語と方言があり，

4系統に分類され，主要な言語として， 1) 

Dravidianと 2)Indo-Iranian (Aryan) の 2

大言語系と 3)Austr・o-Asiaticと 4) Sinか

Tibetanの言語系が認められる。 Austrか

Asiaticは主としてインド中央部と東部の正陵

地帯と森林地帯で用いられ， Sino-Tibetanは北

東部の辺境地帯で使用されている。(5) 

各言語の使用人口についてみると次の如くで

ある。(6) 

1) Hindiを第 1言語 (mothertongue) と

する人口は 1億 8千万人で，第 2言語と

する人口が3億人である。使用地域は，

Delhi， Uttar Pradesh， Himachal， Ha-

W加 a，Panjab， Rajasthan， Madhya Pra-

desh， Biha，及びMaharashtra，Andhra， 

Kamatakaの各州の一部である。 Hindi

は主としてインドの北部地域で使用され

ているが，南インドの幾つかの州を除い

て広くインド国内で理解されている。

Hindi文字は DevanagariScriptが用い

られている。

インドの外側では， Mauritius 

(685，170人)， Fiji， Guyana， Trinidad， 

UAE， Yemen (232，760人)， South Mri-

ca (890，292人)， Singapore (5千人)， 

Uganda (14万 7千人)， Nepal (8百万

人)， Germany (3万人)， UK， Austra-

lia， USA (10万人)， New Zealand (2万

人)で使用されている。国内使用人口割

合:30.4% (1961年)。

2) Telugu はAndhraPradesh州の公用語

である。 Maharashtra州の南部， Kar-

nataka州の北部でも使用されている。

国外では Malaysia，Fiji， Singapore， Bah-

rain， UAEで使用されている。使用人口

は世界全体で7，300万人である。 Telugu

Scriptが用いられている。国内使用人口

割合:8.6% (1961年)。

3) Bengali は WestBengal州の公用語であ

る。 WestBengal州と近隣の州で使用さ

れ，国外では Bangladesh， UAE， Sin-

gapore等で使用されている。世界の使

用人口は約 1億人である。Bengali

Scriptが用いられている。圏内使用人口

割合:7.7% (1961年)。

4) Marathi はDeccan高原一帯，即ち Ma-

harashtra州， Madhya Pradesh 州，

Andhra州とKamataka州の一部， Gu-

jarat州の南部で使用されている。 Ma-

harashtra州の公用語である。国外では，

Mauritius， USA， UAE， South Mrica， 

Singapore， Germany， UK， Australia， New 

Zealandで使用されている。 Devanagari

Scriptが用いられている。 Marathiのdi-

alectsとして Konkani，Goanese， Decc-

an， Varhadi， Na，即uri，Ikrani， Gowlan等

が使用されている。国内使用人口割合

: 7.6% (1961年)。

5) TamilはDravidiansの言語で，囲内使用

人口割合:7.0% (1961年)

6) Urdu はHindiの方言であった。 16世紀
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にインドがモスレムの支配下に入り，

多数のベルシャ語，アラビア語， トル

コ語が軍隊の宿舎， Delhiの市場を介し

て入り込み，異なった方言を進化させ

てきた。 Urduは camplanguage の意

味を持つという。 1947年のインド・パ

キスタンの分割によって，インドでは

Hindiとなり，パキスタンでは Urduと

なった。前者はSanskrit文字を用い，

後者は Perso・Arabicscriptを用いる。

インドではモスレム約5，000万人が使用

している。圏内使用人口割合:5.3% 

(1961年)

7) Gujaratiはインド西部の G吋arat州の

公用語である。第 1言語としての世界

の使用人口は約6，000万人で， Gujarat 

州， Maharashtra州， Rajasthan州，Ka

rnataka州， Madhya Pradesh州で使用

されている。国外では， UK， USA， 

Kenya， South Africa， East Africa， Ugan-

da， Fiji， Singapore， New Zealandで使用

されている。 GujaratiScriptが使用され

ている。園内使用人口:4.6% (1961 

年)。

8) KannadaはKarnataka州の公用語で，

世界の使用人口は約 5百万人であり，

Karnataka州， Andhra Pradesh 州，

Tamil Nadu州， Maharashtra州で使用

されている。文字はKannadaScriptが

用いられている。国内使用人口:4.0% 

(1961年)。

9) Malayalamは南インドの Kerala州の公

用語である。使用人口は約3，000万人以

上で， Kerala州， Tamil Nadu州の西部，

Karnataka州の南部で広く使用されてい

る。 MalayalamScript が使用されてい

る。国内使用人口:3.9% (1961年)0

10) Oriyaはインド東部の Orissa州の公用

語である。 400万人以上が第一言語とし

て使用している。 Orissa州のほか Bihar

州， West Bengal州， Assam州 Andhra

Pradesh州で使用されている。 Oriya

Scriptが使用されている。圏内使用人口

: 3.6% (1961年)。

11) Punjabiはインド北部の Punjab州の公

用語である。 3，000万人以上が第一言語

として使用している。 Punjab州のほか

Haryana州， Delhi州， Rajasthan州，

Jammu州， Kashmir州で広く使用され，

国外では UK， USA， Bangladesh， Cana-

da， UAE， Singapore， Kenya， Fiji， Ma-

laysia等で使用されている。 Gurmukhi

Scriptが使用されている。国内使用人口

: 2.5% (1961年)。

12) Assamese はAssam州の公用語である。

インド亜大陸の古代の言語Sanskritか

ら生成されたもので，その生成の素晴ら

しい歴史の記録は， 1，000年前にさかの

ぼることが出来る。 AssameseはAssam

州の Brahmaputra大河の両岸の住民た

ち2，000万人に使用されている。しかし，

語葉，音韻，文法等は Assamの土着の

住民である Borosや Kacharisの大きな

影響を受けている。文字は Bengali 

Scriptを使用している。

13) Sindhiはインドの北部における公用語で，

約250万人が使用している。パキスタン

南部の都市 Hyderabad，Province of 

Sindで約1，500万人が使用している。

WorldLanguage. comに拠れば，インドで日

常使用されている言語は次の37言語である。即

ち， Assamese， Bengali， Bhili， Bhojpuri， Bihari， 

Bodo， Burushaski， English， English (UK) ， 

Garo， Gondi， Gujarati， Hindi， Ho， Kanarese， 

Kannada， Kashmiri， Khasi， Kurukh (Oraon)， 

Lushei， Malayalam， Marathi， Meithei， Mundari， 

Nepali， Oriya， Punjabi， Qui， Rajasthani， Sansk-

rit. Santhali， Savara， Sindhi， Tamil， Telugu， 

Tulu， Urduである。 (7) 

インドの内務省 (Ministryof Home Affairs) 

には，公用語局(Departmentof Official Lan-

guage : (DOL) )が置かれており，公用語に
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表10 Calender of Hindi Training Programme sponsored by DOL during 2002…2003 

Org副usatio.n Place Pro.po.sed Dates 

Natio.nal NewDelhi 15-19 July， 2002 
Info.rmatics 25-29 No.vember， 2002 
Center 

Chandigarh 5-9 August， 2002 

9-13 December， 2002 

IλlCkno.W 7-11 Octo.ber， 2002 

10-14 February， 2003 

Pune 5-9 August， 2002 

6-10 January， 2003 

Bho.pal 16-20 Sept回 lber，2002 

11-15 No.vember， 2002 

24-28 February， 2003 

Ko.lkata 2-6 September， 2002 

27-31 January， 2003 

Hyderabad 19-23 August， 2002 

16-20 December， 2002 

Bangalo.re 7-11 Octo.ber， 2002 

Chennai 2-6 September， 2002 

6-10 January， 2003 

CMCUd Mumbai 9-13民 cember，2002 

Ko.lkata 17-21 March， 2002 

Delhi 5-9 August， 2002 

20-24 January， 2003 

Chennai 17-21 June， 2002 

Bangalo.re 20-24 May， 2002 

Hyderabad 8-12 April， 2002 

Jaipur 24-28 February， 2003 

Ahmedabad 11-15 No.vember， 2002 

Vado.dra 16-20 September， 2002 

Guwahati 22-26 July， 2002 

Patna 23-27 September， 2002 

6-10 January， 2003 

Varanasi 21-25 Octo.ber， 2002 

ER & DCI No.ida， 3-7 June， 2002 
Uttar Pradesh 5-9 August， 2002 

7-11 October， 2002 

11-15 No.vemb町， 2002 

6-11 January， 2003 

3-7 February， 2003 

(出所)http://dol. nic. in/trgeng. h釦1

関する詳細な運用がなされている。公用語局の

ホーム・ページ (HP) は NationalInformatics 

Centre (NIC) によって運営されている。因み

Prio.rity 

Who. do. no.t have the kno.wledge o.f co.mputer 

Sectio.n Officer level and abo.ve 

Up to. Assistant.Ievel o.fficials 

Open fo.r all o.fficials 

Sectio.n 0丘icerlevel and above 

Up to. Assistant level Officials 

Sectio.n Officer level and above 

Up to. Assistant level OfficiaJs 

Who. do. no.t have the kno.wledge o.f co.mputer 

Up to. Assistant level Officials 

長ctio.nOfficer level an d above 

Who. do. no.t have the kno.wledge o.f∞mputer 

Up to. Assistant level Officials 

Up to. Assistant level Offici出

Sectio.n Officer level and above 

Up to. Assistant level Officials 

Up to. Assistan t level OfficiaJs 

Sectio.n Officer level an d above 

Up to. Assistant level OfficiaJs 

Sectio.n Officer level and above 

Who. do. no.t have the kno.wledge o.f co.mputer 

Up to. Assistan t level OfficiaJs 

Up to. Assistant level OfficiaJs 

Open fo.r al1 o.fficials 

Open fo.r al1 0.丘icials

Open fo.r all o.fficiaJs 

Open fo.r all o.fficials 

Open fo.r al1 o.fficials 

Open fo.r all o.fficials Io.cated in NE Regio.n 

Open fo.r all o.fficials 

Open fo.r al1 o.fficials 

Open fo.r all 0.笠icials

Open fo.r all 0.貨icials

Sectio.n Officer level an d above 

Up to. Assistant level OfficiaJs 

Who. do. no.t have the kno.wledge o.f co.mputer 

Open fo.r all o.fficials 

Open fo.r all officials 

に，その内容は次の如くである。 1.AboutUs， 

2 .Organisational Setup， 3. Constitutional 

Provisions， 4. President's Orders， 5. Official 
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Language Act， 6. Official Language Rules， 

7 . Annual Programme， 8. Computer Train-

ing， 9. Chronology of Events， 10. Depart-

mental Activities， 11. Contact Us。公用語局が

設立されたのは1975年6月である。それ以来連

邦政府は Hindiの活用に努力してきた。

Computer Training はNICカ雪中，心となって，

2002-2003年の HindiTraining Programmeの

教育を各州の拠点で行う計画が公表されている。

(表10参照。)Official Language Act， 1963 (As 

Amended， 1967) とThe Official Languages 

(Use for Official Purpose of the Union) Rules， 

1976 (As Amended， 1987)が全文掲載されて

いる。 1976年のTheOfficial Language Rules 

には12項目あり， 1) Short title， extent and 

commencement， 2) Definitions， 3) Com-

munications to States etc.， other than to 

Central Government offices， 4) Communica-

tions between Central Government Offices 

communications， 5) Replies to communica-

tions received in Hindi shall be in Hindi， 6) 

Use of both Hindi and English， 7) Applica-

tion， representations etc.， 8) Noting in Cen-

tral Government 0妊ices，9) Proficiency in 

Hindi， 10) Working knowledge of Hindi， 11) 

Manuals， Codes， other procedural literature， 

articles of Stationery shall be printed in Hindi 

and English in diglot form， 12) Responsibility 

for compliance of the provisions of the Act and 

these rules.となっており， HindiとEnglishの

重要性を強調している。 DOLにおいて

Central Hindi Institute と HindiTeaching 

Scheme が準備され， Hindi， Hindi Typing， 

Hindi Stenographyの学習と訓練が実施されて

いる。現在，言語に関して75の fulltimeセン

タ-， 95の parttime センタ}が運営され，

Hindi Typing/Shorthandに関しては17の full 

timeセンター， 60の parttime センターが運

営されている。

公用語政策の実施に鑑みて， Hindiの重要性

と電子機器の Devanagariscript機能による運

用を考慮し， DOLは1983年10月25日に情報技

術組織 (TechnicalCell)を設立している。

4. コンビュターに拠るインド諸言語の変換に

ついて

18言語， 1，650以上の方言，約10種の文字，

l凶意人以上の国民の95%以上は英語を解さない

ことを前提として，言語の障壁を取り除いて，

均等に情報を提供するためには特別の方策を必

要とする。これは Technology Development 

for Indian Languages (TDIL) Programmeで

ある。インドの言語資源，即ち， Assamese， 

Bengali， Hindi， Kannada， Kashmiri， Malayalam， 

Oriya， Punjabi， Tamil， Telugu， Urduを8bitの

ISCII (Indian Standard Code for Information 

Interchange)のformatでCDに開発した。英

語を Hindiに翻訳し，インドの言語聞の変換に

ついては， ANUSARAKA e-mail託 rversystem 

として Telugu-Hindi，Bengali-Hindi， Punjabi-

Hindi， Marathi-Hindiがすでに一般で利用可能

である。

コンピュ}タ機器によるインドの諸言語の英

語，地方言語への翻訳・変換処理過程は非常に

重要でもあり，かっ困難を伴うものである。最

も優先度の高いものとして英語から Hindiへの

翻訳システムの開発である。このシステムは

MAT (Machine Aided Translation Systems) 

と呼ばれている。(8)これに比較してインド諸言

語聞の翻訳システムの開発は比較的容易である

といわれる。 MATシステムは英語から Hindi

への変換と，インド諸言語聞の変換によって，

国民全てが共通の理解を得る事が出来ることに

なる。しかし，機器による完全な変換

(machine translation)は，現在のところ必ず

しも望めないので，機器の助力による変換

(Machine Aided Translation)を指向してい

る。既に，インド諸言語のうち Kannadaと

Hindiの言語変換については， IIT (Indian In-

stitute of Technology， Kanpur)によって試み

られANUSARAKAと呼ばれている。この変換

技術は Telugu，Marathi， Bengali， Punjabiから
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Hindiへの変換に適用され肘nai1で入手するこ

とが出来る。 IITと University of Hyderabad 

の協力で出来あがったものである。これらの作

業で、今後英語ニュースを瞬時に古くならないう

ちにネット上に配布することが可能となる。英

語 Hindi，インド諸言語-Hindiの翻訳変換

が完成すれば，諸言語聞の理解に関する諸問題

のハードルが取り除かれることになる。

解読可能な約300万語の夫々の言語資料が

Hindi， English， Tamil， Telugu， Kannada， Ma司

laya1am， Marathi， Gujarati， Oriya， Bengali， 

Sanskrits， Urdu， Assamese， Punjabi， Kashimiri 

について開発されている。 Wordソフトもすで

に開発されている。サンプルを閲覧するために

はDevanagariFontsをインストールしなけれ

ばならない。インド諸言語の開発された言語資

料 (Corpora)は， Central Institute of Indian 

Languages (CIIL) ， Ministrγof Human Re-

source Development， Department of Educa-

tion， Mysore (Kamataka)で保管管理されて

いる。教育・研究用として言語資料は利用可能

である。 Sindhi，Manipuri， Nepali， Konkani 

の言語資料と Telugu，Tamil， Marathi， Bengali， 

Hindiの語葉資源は CIIL(Mysore)で研究開

発されている。

インド政府は将来情報技術こそ知識の最先端

であるとの認識に基づいて，‘OperationKnowl司

edge'に着手した。 IT Action Plan Part-IlI， 

Long Term National IT Policyを発表したのは

1999年 4月16日であった。‘ITfor all by 2008' 

は ITTaskforce: Information Technology Ac-

tion Planの第58-108項に述べられている。全

ての学生，教師，学校が容易にコンピュターを

購入可能にするための資金計画を始める。学生

には VidyarthiComputer Scheme，教師には

Shikshak Computer Scheme，学校にはSchool

Computer Scheme である。この計画は PC価

格を引き下げること，割賦販売が可能になる銀

行融資， 1 T関連企業からのコンピュータの寄

贈などによって可能になるとしている。 2003年

までにコンピュターとインターネットカ宝インド

国内の全ての学校，技術専門学校，大学，公営

病院に配置されることになる。全ての総合大学，

工科大学，医科大学，大学研究所，研究開発研

究所は高等教育の質向上の為にインターネット

を用いて遠隔教育 (distanceeducation) を可

能にする予定である。全国 7つのインド工科大

学 (IITs)，インド科学大学 (IISc)は情報技術

関連の卒業生を現在の 3倍にする。国家情報技

術教育審議会 (NationalCouncil of IT Educa-

tion)を設立し，情報技術の進歩発展に対応し

て‘Teachthe Teachers (3 T)'プログラムを

進め，常に先端の知識を持って教育にあたる様

にする。これからは ITコース履修の単位が学

位取得の必要条件となる。また， Indian Insti-

tute of Information Technology (IIIT)が設立

される。同時に 50ftwareIndustryの関連した

特別コースも立ち上げ， Indian Institute of 

Management では Project Management 

Skillsを提供しなければならない。また， 50ft司

ware Marketingコースも必要になる。

インド国内の各地に多くの VirtualInstitute 

を設立し遠隔教育を実現する。地方農村地帯に

おける 1Tの普及について専門家を派遣し，こ

れには 1Tを習得している退役軍人を利用する

ことを政府は考えている。各州の農業，農村地

域開発に関してパイロット・プロジェクトとし

て，例えば‘WiredVillages'といった pi10tprか

jectを情報技術に関する国家情報技術タ}ス

ク・フォースの後援で， Maharashtra州の Kol-

hapur地区の WarananagarCooperative Com-

plexを設立することを計画している。

教育水準の比較的高い地域では，全ての中学

校でコンビューター教育を実施し，世界水準に

匹敵する教育を行い人材の育成に努める。例え

ば， Kamataka州の Dakshin Kannada と

Udupi地域がパイロット・プロジェクトの立ち

上げ候補になる。全体として一般市民の ITを

利用可能にする媒体の整備が急務である。その

為にはDistrictInformation System (DISNIC)， 

Courts Information System (COURTIS)， Par-

liament Information System (PARL1S)， 
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Computerised Rural Information System Pro-

gramme (C阻SP)等のシステムが整備され，

デ}タ・ベースが利用可能にならなければなら

ない。連邦政府，地方政府ともに 1T化を進め

ていかなければならない。その為には財政上の

予算を十分に準備しておく必要がある。インド

の諸文字については図 1，図 2，図 3を参照さ

れたい。

5.おわりに

アジアの超大国である中国とインドが21世紀

に大きく変貌を遂げようとしている。又新たに

インドの第10次 5カ年計画がスタートする予定

である。途上国から脱皮して平等で豊かな国民

生活を享受すべく，全ての国民が ITを駆使し，

情報・知識を習得し，階級，宗教，職業等の差

を克服して，工業化社会へ進もうとしている。

平和で豊かな国作りへの参画を国民に求め，国

民全てが力を合わせて協力すれば決して不可能

ではない。心から成功を祈りたい。しかし，事

態は決して楽観できない。インドでは言語問題

が重要である。

わが国の IT革命への取り組みは，シンガポー

ル・韓国等アジア諸国の中では遅れているが，

令.]apan戦略が2001年 1月に発表された。日本

社会がITの進歩により高度な付加価値を生み

出す知識創発型社会へ移行することが期待され

ている。アジア諸国は，国民の情報リテラシー

の装備によって豊富な知識と情報を交流し，透

明度の高い社会を創出することが期待されてい

る。情報の非対称性が取り払われ，政府と国民，

消費者と企業等の主体が不確実な情報の下で意

思決定を行うことなく，最適の効用を得ること

が出来れば，社会の進歩に大きく貢献すること

になる。インド政府の IT化の歩みが多くの国

民に希望と幸福を粛すことを期待したい。

注

( 1) r岐路に立つハイコスト経済J伊藤正二編，

アジア経済研究所， 1988， pp285 -2880 

( 2) Wor1d Development Report 2000/2001， The 

Wor1d Bank， 2001， p.276. 

( 3) http://it-taskforce. nic. in/ 

( 4) r南アジアを知る事典j監修辛島昇，前田，

江島他，平凡社 1992年， 231-233頁。
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(出所)図 1と同じ.p.2640 
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インドの電子産業と情報化について

図3

インドの諸言語
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(出所)rインドJ図説世界文化地理大百科，朝倉書応， p.380 
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